
























として、1890（明治 23）年、1912（明治 45）年、1940（昭和 15）年と３度も計画されな
がら、いずれも実現することはなく、1970（昭和 45）年日本万国博覧会を待つことにな
る。大阪での開催が決定したのを機に、この万国博覧会を成功させるため、1969（昭和




































































































































































































































































































































































1981（昭和 56）年、神戸ポートアイランド博覧会が 65 億円の黒字を計上する成功を収
め、「株式会社神戸市」と言われた。その後、市制 100 周年を迎える 1989 年をピークに
各地で博覧会が開催されて乱立状態となり、「金太郎飴博」と揶揄されるようになっ
た。通産省は地域が独創的な企画で博覧会を開くことを目的にジャパンエキスポ制度を












活動拠点 社名 創業者 博覧会に参入した初期の分野
西暦 和暦
1805 文化 2 京都 錢屋 錢屋吉兵衛 装飾塔などの街飾り
1888 明治 21 名古屋 愛知看板製作所 棚橋半三郎
1890 明治 23 東京 廣目屋 秋田柳吉 装飾塔などの街飾り
1892 明治 25 東京 乃村工藝社 乃村泰資 特設館
1898 明治 31 東京 湘南木工所 加茂増五郎 陳列箱製作
1898 明治 31 東京 内外装飾 篠原弥兵衛 装飾塔などの街飾り
1901 明治 34 東京 商工美術 長谷川一陽 陳列箱装飾
1902 明治 35 東京 カブキヤ 高坂公一 装飾塔などの街飾り
1902 明治 35 東京 村山装飾舞台 村山又三郎 装飾塔などの街飾り
1904 明治 37 東京 村田商会 陳列箱製作（セントルイス万博）
1907 明治 40 札幌 六書堂 牧水蘇文
1907 明治 40 東京 東商会 田中福太郎 陳列箱装飾（東京勧業博農業館）
1914 大正 3 東京 ヒロセ興業社 廣瀬尋常 特設館
1914 大正 3 名古屋 アイチスタジオ 加藤道一
1914 大正 3 金沢 八日市屋清太郎 陳列箱製作（東京大正博覧会）
1915 大正 4 広島 光工藝社 藤本為吉 陳列箱装飾
1917 大正 6 東京 中村商会 中村伝治 陳列装飾
1917 大正 6 大阪 つむら工芸 津村秀雄
1919 大正 8 大阪 くろふね工芸社 山口　巌 図案所
1920 大正 9 福岡 右田装飾工務店 右田静茂 陳列箱装飾（福岡工業博覧会誌）
1922 大正 11 大阪 浮田電気営業所 浮田仙太郎 電飾広告板（平和記念東京博覧会誌）
1922 大正 11 大阪 太陽能村テント商会 幕式パビリオン
1923 大正 12 東京 東京KA社 木村利三郎 陳列箱装飾
1923 大正 12 大阪 日東建装社 三木覚之助
1923 大正 12 大阪 千伝社 ブース展示
1924 大正 13 名古屋 カトウスタジオ 加藤専三
1925 大正 14 大阪 梅木装飾 梅木徳次郎 陳列箱装飾（大連勧業博覧会誌）
1925 大正 14 大阪 帝国装飾社 田中徳太郎 陳列箱装飾（大連勧業博覧会誌）
1925 大正 14 名古屋 名倉屋 陳列箱装飾（大連勧業博覧会誌）
1926 大正 15 大阪 広告研究社 馬淵美郷 陳列箱装飾（皇孫御誕生記念こども博覧会誌）
1926 大正 15 大阪 研進社 松永貞吉
1926 大正 15 京都 成美社 近藤準一 陳列箱装飾（皇孫御誕生記念こども博覧会誌）
1927 昭和 2 東京 上田工舎
1928 昭和 3 京都 フジヤ 永田浅三郎
1928 昭和 3 神戸 三共装飾社 塩見吉三郎 移動展覧会（大日本勧業博覧会）
1928 昭和 3 岡山 チクバ装飾社 竹馬正和 陳列箱装飾
1929 昭和 4 東京 東京装飾社 菅沼四郎 アーチ製作（朝鮮博覧会）
1929 昭和 4 奈良 谷井友三郎 特設館（朝鮮博覧会誌）
1930 昭和 5 福岡 絢爛社 高倉重雄 ブース展示
1931 昭和 6 東京 日本造型社 島　勇 ブース展示
1931 昭和 6 東京 国際装飾社 ブース展示
1933 昭和 8 東京 研精社 小林知治 特設館（婦人こども博覧会誌）
1936 昭和 11 大阪 鍛冶藤信 野外展示（国防と資源大博覧会）
1936 昭和 11 東京 ヤマサキ装飾社 山崎陽一 ブース展示（日満産業博覧会誌）
1936 昭和 11 東京 日本工芸 小川武治 ブース展示
1936 昭和 11 東京 丹青社 伊藤　豊 ブース展示（日満産業博覧会誌）
1937 昭和 12 名古屋 中央工芸 鶴見源重郎 ブース展示（名古屋汎太平洋博覧会誌）
1946 昭和 21 東京 丹青社 渡辺正治 ブース展示
1947 昭和 22 大阪 白水社 水上邦彦 ブース展示
※	この年表は『年鑑日本のディスプレイ	1974』に掲載された年表を基に博覧会誌及び関連資料に取り上げられた企業をま
とめた。
　なお、創業年が特定できない企業については最も古い会誌に掲載された年を創業年とした。
資料から見るランカイ屋と装飾業の歴史
85
